






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
食料需給表において、穀類の国内生産量は主食である米が最多である。一方、輸入量およ
び国内消費仕向量は飼料用としての需要が大きいトウモロコシが最多となる。

●問題Ⅲ-2
正解は③
土壌生成作用（土壌化作用）は、母材に気候要因や植物・微生物等の生物的作用が加わ
り、有機物の集積や物質の移動・変質を経て土壌が形成される作用である。単に物理的作
用のみとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は①
光合成は光エネルギーを化学エネルギーに変換する明反応と、二酸化炭素を固定・還元し
て炭水化物を合成する暗反応（カルビン回路）からなる。空中窒素の固定とする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
我が国におけるサトウキビの栽培地域は、沖縄県の全域に加え鹿児島県の奄美群島などの
南西諸島地域に広く分布している。沖縄県のみで栽培されているとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
2020年農林業センサスによると、全国の基幹的農業従事者約136万人のうち女性が占める
割合は約4割（約43%）であり、男性が過半数を占める。女性が5割以上を占めるとする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
カキのうち甘ガキは脱渋・成熟に多くの積算温度を要し西南暖地が主産地となる。渋ガキ
のほうが低温適応性が高く寒冷地でも栽培可能なため、適応範囲が狭いとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-7
正解は③
果実・種子を利用するAは果菜類、茎を利用するアスパラガスや葉を利用するキャベツはB
の葉茎菜類、肥大した地下茎を利用するジャガイモや根を利用するダイコンはCの根菜類
である。

●問題Ⅲ-8
正解は②
花芽分化や開花を調節する長日処理（電照等）は光周性反応の制御が目的であり、光合成
に必要な強光は不要で、数十〜数百ルクス程度の微弱な光で十分作用するため誤りであ
る。

●問題Ⅲ-9
正解は③
単棟ハウスは連棟ハウスに比べて構造骨材の影や谷部の遮光が少なく、側窓や天窓による
自然換気効率や受光態勢に優れている。連棟に比べて光透過率や換気能率が劣るとする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は①
局所施肥は、作物の根群や種子の近傍に限定して肥料を施用し、肥効を高めて施肥量削減



と環境負荷低減を図る技術である。作物の根の位置を避けて施用するとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-11
正解は④
ヤブカラシはブドウ科のつる性多年生雑草である。地下に強靭な地下茎を伸ばして越冬
し、ちぎれた地下茎から旺盛に萌芽・再生するため防除が極めて困難である。一年生とす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は①
日本の保健機能食品制度には、国の個別許可を受ける特定保健用食品、規格基準に適合す
る栄養機能食品、事業者の責任で科学的根拠を届け出る機能性表示食品の3種類がある。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
HACCPは全工程における重要管理点を連続的に監視・記録する衛生管理システムであり、
従来の最終製品の抜き取り検査に依存・重視する手法ではないため不適切である。

●問題Ⅲ-14
正解は③
サッカリンは砂糖の数百倍の甘味度を持つ人工甘味料であり、甘味成分である。酸味の成
分ではないため、不適切な組み合わせとなる。

●問題Ⅲ-15
正解は④
大豆タンパク質が麹菌の酵素で分解されて生じるグルタミン酸は、しょうゆの主要なうま
味成分である。なおJAS規格の分類は5種類あり、塩分は淡口のほうが濃口より高い。

●問題Ⅲ-16
正解は②
脂質の自動酸化は単分子吸着水が油脂表面を保護する水分活性0.3〜0.4付近で最も抑制さ
れ、これ以下の極端な低水分活性域では逆に促進されるため、低いほど抑制されるとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は②
ソックスレー抽出器によるエーテル抽出(A)は脂質、塩酸抽出液を原子吸光光度計で測定
する手法(B)はナトリウム、ケルダール法による窒素定量(C)はタンパク質の分析法であ
る。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
脂肪交雑に優れ全国で飼養される(A)は黒毛和種、東北地方を中心に山地放牧に適する(B)
は日本短角種、熊本・高知を主産地とし耐暑性・粗飼料利用性に優れる(C)は褐毛和種で
ある。

●問題Ⅲ-19
正解は②
家畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理基準は牛や豚、家きんのほか、馬についても定め
られており遵守義務が課されている。馬にはまだ設けられていないとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-20
正解は①
ジャージー種はホルスタイン種に比べて産乳量は少ないものの、乳脂肪率（約5%）および
タンパク質含量ともに高濃度である。乳脂肪率が低いとする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-21
正解は④
エストロジェンは卵巣の卵胞から分泌され、卵胞刺激ホルモン（FSH）は脳下垂体前葉か
ら分泌され、黄体退行作用を持つプロスタグランジンF2αは子宮内膜から分泌される。

●問題Ⅲ-22
正解は③
高TDNでデンプン主体のAはトウモロコシ、粗タンパク質CPが約5割を占めるBは大豆粕、繊
維分NDFが高くTDNが低い粗飼料Cは稲ワラに対応するため適切である。

●問題Ⅲ-23
正解は①
反芻動物の出生時は母乳を消化する第4胃が全胃容積の過半を占めており、第1胃や第2胃
は未発達である。粗飼料の摂取に伴い成長後に全胃の約8割を占めるため不適切である。

●問題Ⅲ-24
正解は②
農村環境計画は都道府県知事が定める指針に基づき市町村等が農業振興地域を対象に策定
する。事業実施には本計画または田園環境整備マスタープランの策定が必要となる。

●問題Ⅲ-25
正解は③
自然環境配慮施設では画一的・規格化された設計を行うのではなく、地域の水文・地形条
件や対象生物の生態特性に応じた個別的・柔軟な設計を行うことが基本となるため誤りで
ある。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
溶存酸素（DO）は水中に溶解する酸素量である。水中の有機汚濁が進むと好気性微生物が
分解過程で酸素を大量に消費するためDOは低下する。上昇するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は①
地下水の持続的利用において、帯水層への涵養・循環性が高いのは浅層地下水であり、深
層地下水は更新性が乏しく過剰揚水による枯渇や地盤沈下を招きやすいため、(ア)のみが
誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
配水管理用水は、灌漑期において水路網内の円滑な分水操作や適正水位の維持、流況変動
の吸収のために不可欠な管理用水である。非灌漑期の水質悪化防止用水とする記述は不適
切である。

●問題Ⅲ-29
正解は④
パイプに穿孔された小孔から帯状に散水する方式は多孔管灌漑である。微小ノズルから樹
冠下等へ局所的に散水するマイクロエミッター灌漑の定義と異なるため不適切である。

●問題Ⅲ-30
正解は①
我が国のため池は約16万か所存在するが、その多くは降水量が少なく大河川に乏しい瀬戸
内沿岸や近畿・山陽・四国・九州などの西日本に偏在している。東日本に多いとする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は④
堰上流では堰上げにより流速が低下して土砂が堆積し河床が上昇する。一方、堰下流では
越流水が加速され射流による局所洗掘で河床が低下しやすいため、適切な組み合わせとな



る。

●問題Ⅲ-32
正解は③
管理者が事前計画に基づき上流ゲート等を操作して送水する方式は「供給主導型」であ
る。下流の需要に追従する「需要主導型」は下流水位制御等により行われるため誤りであ
る。

●問題Ⅲ-33
正解は④
我が国の豪雪地帯は国土面積の約半分（約51%）を占めており、春期の融雪流出は水資源
や水循環に極めて多大な影響を及ぼす。国土の約20%で影響が小さいとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
中山間地域の統計上の定義、食料・農業・農村基本法上の位置づけ、全国農業に占めるシ
ェア（約4割）、および関連する地域振興立法の指定範囲に関する記述はいずれも正確で
ある。

●問題Ⅲ-35
正解は②
土地改良長期計画における重点施策は、既存農地の集積・大区画化や水田の汎用化、畑地
化・スマート農業の推進等であり、「新たな農地の造成（新規開墾）の促進」は含まれな
いため不適切である。


